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テクスパン工法

工法概要

1.短期間で施工できます
コンクリート2次製品のアーチ部材を組立てる構造のため
施工は迅速で、交通遮断などは最小限にすることができま
す。

2.架設は簡単です
アーチ部材は左右交互に一台のクレーンで簡単に設置で
き、アーチ部材の支保工は必要とせず、また熟練工も不要
です。

3.部材の品質管理は安心です
使用部材は全て厳しい品質管理の基に工場製作されるの
で、現場では安心して使用できます。

4.現場仕様に合わせたカスタム設計
現場の条件に合った最適アーチ形状を選定し、架設時から
完成時までの部材等の応力状態を確実に評価します。

5.美しい外観を呈します
ウィング及び頂部壁はテールアルメ工法により施工され
るので、美しいデザインになります。

●特長

■用途
・開削トンネル・道路橋・水路横断橋・鉄道橋
・各種立体交差化等

テクスパン工法は、アーチ構造物を3ヒンジで構築する工法です。短
スパン橋梁や現場打ちカルバート・ボックスに代わるアーチ構造物と
して開発されました。コンクリート2次製品であるアーチ部材を、左右
交互に組み立てることによりアーチを形成するため、迅速で安全に
施工を行うことが可能です。したがって、立体交差化工事への適用に
おいては、交通遮断を最小限に抑えることができます。また、水路ト
ンネルに適用した場合は、アーチ部材は、側方からの架設が可能なた
め、河川を迂回させることなく施工できます。また、当社のテールア
ルメ（補強土壁）工法の技術を用いてウイング、頂部壁を設計します
ので、土工量を最小限にし、トータルコストを削減します。

経済的な大型プレキャスト工法。

ヒンジクラウン部 無振動転圧部 通常盛土部

基礎部

無転圧部

アーチ部材

■施工断面図

※テクスパン工法は、一般的に内空高が高く（車道使いの建築
限界高さ4.7m程度）土被りが高い（1m～20m）用途に使
用されます。

NETIS掲載終了
CB-980117-V

テクスパン工法/
重圧管

重圧管

基本形状図

１．耐外圧強度が大きい
耐外圧強度が大きいので、補強コンクリート（抱きコン）
の必要がないため、基礎工事費が節減でき、トータルコ
ストの低減が図れます。

２．補強コンクリートが不要
補強コンクリート（抱きコン）の必要がないため、据え付
け後の早期埋め戻しが可能となり、工期短縮が図れます。

３．道路で使用できます
道路の縦横断用暗渠として使用できます。

４．止水性
ゴムリングの使用により止水性があがります。

●特長

形状・寸法
重量表

標準敷設図

形状・寸法
敷設材料表

呼　称
t1 t2 t3 B B1

300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

100
100
100
100
150
150
150
150
200
200

460
550
630
710
790
870
970
1040
1140
1220

260
350
430
510
590
670
770
840
940
1020

4.60
5.50
6.30
7.10
7.90
8.70
9.70
10.40
11.40
12.20

0.23
0.28
0.32
0.36
0.79
0.87
0.97
1.04
1.71
1.83

1.00
1.00
1.00
1.00
2.00
2.00
2.00
2.00
3.00
3.00

0.052
0.070
0.086
0.102
0.118
0.134
0.154
0.168
0.188
0.204

50
50
50
50
100
100
100
100
150
150

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

寸　　法（mm） 基礎材
（m2）

基礎型枠
（m2）

敷モルタル
（m3）

基礎コンクリート
（m3）

●活荷重：T-25

●許容土被り（突出型［砂質土］）
φ300～  600 ： 0.1～6.0（m）
φ700～1000 ： 0.2～5.0（m）
φ1100 ： 0.3～5.0（m）
φ1200 ： 0.3～4.8（m）

上記土被り外については別途お問い
合わせください。

■コンクリート基礎工による標準敷設材料表

■正面図 ■平面図

※製品の接合性がよく不等沈下に強い
　プレート接続方法です。

F F1D

L
9590

※基礎構成は、現場状況に合わせて変更してください。

敷モルタル

基礎コンクリート
基礎材

重圧管は従来の360°固定基礎に比べ工期が短縮され
経済性においても大幅低減が可能です。

(10m当り）

※参考重量は、コンクリート単位体積重量を2400kgf/m3で計算してあります。■寸法・重量表
寸　　　法（mm） 参考重量

（kg）
断面積
（m2）D a b c F F1 H L呼　称

300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

90
105
115
125
135
145
150
160
185
195

50
60
65
70
75
80
85
90
115
120

260
350
430
510
590
670
770
840
940
1020

400
520
630
740
850
960
1070
1180
1330
1440

480
600
710
820
930
1040
1150
1260
1430
1540

480
610
730
850
970
1090
1200
1320
1470
1590

2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000

0.163
0.272
0.396
0.544
0.714
0.908
1.125
1.361
1.705
1.998

450
710
970
1270
1600
1970
2370
2790
3670
4210

c 

c 




